
【プレスリリース】 

 

高校生が主導する第２期「フェイクニュース時代のメディアリテラシー育成プログラム」が始動 

 

高校生の高校生による高校生のための授業を、産・学・高校生協同プログラムを経て、実際

に作成・実施 

 

国立大学法人愛知教育大学（学長 野田敦敬）社会科教育研究室の土屋武志教授が中心となり、8月3

1日（日）にオンラインにて第２期「フェイクニュース時代のメディアリテラシー育成プログラム」キックオフを開

催しました。 

 

本プログラムは、三菱みらい育成財団 の助成を受け、学校教員、大学生、報道関係者、研究者など産学

共同で2023年度にスタートしました。今後2025年まで３年間にわたり実施される予定です。 

現在、フェイクニュースが量産され、瞬く間にソーシャルメディア等で拡散することで事実の誤認や意思決

定のミスが度々発生し、社会問題にまで発展しています。政府・産業・教育など、それぞれの領域での規制

や啓発の必要性もある一方、ソーシャルメディアネイティブである高校生が主体となりメディアリテラシーを

習得する必要もあります。 

 

このプログラムでは、高校生が自ら「メディアリテラシー」に関する授業を作成・実施し、フェイクニュースに惑

わされない情報の見極め方や、メディアを批判的に読み解くスキルを身につけます。また、生徒自身で授

業を作り上げることで、実践的な学びが可能となり、将来にも応用可能な情報社会における批判的思考力

や問題解決能力が養われることも目指しています。 

 
キックオフ当日は、台風の影響によりオンライン会議システムを用いての開催となりましたが、高校生30名

および教育・メディア関係者を含む合計8２名が参加しました。 



「偽・誤情報の定義や日本における拡散の実態」から「バイアスの影響」、「フィルターバブル、エコーチェン

バー」など現状の課題に繋がるレクチャーを受けた後、小規模グループに分かれてディスカッションが行わ

れました。フェイクニュース時代の課題と利点を踏まえ、高校生たちは批判的思考力や 情報を疑う態度の

重要性について意見を交わしました。 

 

今後、キックオフのディスカッションを受けて、来年2月の「2024年度プロジェクト報告会」までに、高校生メ

ンバーが中心となり、各学校の課題や進捗の共有や関係者の助言を受けながら、各学校での授業案の作

成と実施を行う予定です。 

 

〈キックオフイベントに参加した高校生の声〉 

・岡山県立岡山南高等学校 新聞部  

 昨年度は、SNSでの炎上事例を教材として取り上げ、炎上の原因を考察し、SNS上のコメントを改善する授

業を提案した。この活動を通じて、ロジックを重視し、情報を精査するリテラシーの重要性を強く実感しまし

た。また、単に炎上を恐れるのではなく、互いに「激論」を交わし、納得のいく解決策を見出すことの大切さ

を認識しました。今年度は、昨年度の学びを発展させ、一つの書き込みを意図的に炎上させる、または炎

上を防ぎ沈静化する活動を取り入れ、「激論」を通じて解決策を探ることの重要性を体感してもらうつもりで

す。 

 

・関東学院六浦高等学校 星名優一朗 

 私は昨年度に引き続き、このプロジェクトに参加しています。昨年度は、「実践知の獲得」をテーマに、SNS

上で動画や画像を投稿する際の注意点をチェックリスト化し、スコア化する仕組みを開発しました。プロジェ

クトを通して、生徒主体の授業の重要性や、これからの学校教育における教師の役割を学ぶことができまし

た。今年度は、私の学校からも参加者が増え、チームとして教材制作を行うことができるため、チームワーク

やリーダーシップを学ぶ貴重な機会にもしたいと考えています。と考えています。 

 

■令和6年度プログラムの概要 

日程 2024年8月31日(土)キックオフイベント 

場所 株式会社ユーザベース(の予定を台風のため急遽オンライン開催に変更) 

参加者 高校生30名、メディア関係者11名、学校司書6名、大学研究者8名、高校教員8名、 NIE学会関

係者4名、大学生・院生15名の計8２名  

当日の流れ 

●開会 

●レクチャー「フェイクニュース時代のメディア情報リテラシーの学びとは?」 

メディア関係者からの社会問題化するフェイクニュースの実情と課題を学習 

●「開発者(高校生)同士の顔合わせ」 

高校生活における実情の共有と課題抽出 

●グループディスカッション「あったらいいな、こんな学びとコンテンツ」 

学習方法と教材案についてのディスカッション 

●発表「今日芽生えた『芽』を次につなげよう」 

各グループの学習方法や教材のアイディアの共有 

●閉会 

 

■各協同組織概要 



・参加教育機関（愛知教育大学、奈良女子大学附属中等教育学校、岡山県立岡山南高等学校、京都先

端科学大学附属高校、上野学園高校、関東学院六浦高等学校、愛知県立豊橋西高校、静岡雙葉高

校） 

・一般社団法人 三菱みらい育成財団 

・日本NIE学会 

・一般社団法人 インターネットメディア協会（JIMA） 

 

以上 

 

問合せ先 

事務局  二田貴広（ふただたかひろ・日本NIE学会企画委員） 

メール：t-futada@cc.nara-wu.ac.jp 


